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乳児院 養護施設 自立支援施設 情短施設
平均入所期間 14.22ケ月 57.19ケ月 13.45ケ月 23.46ケ月
出所：第62回全国児童養護施設長研究協議会別冊資料　p27　平成20年11月
表２－２　全国の社会的養護在籍児童の平均入所期間
H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
養 護 施 設 60 79 79 84 82 85 69 65 79 70 117
乳　 児　 院 28 28 32 39 26 42 27 30 32 25 37
自立支援施設 25 24 11 16 22 32 14 16 36 37 34
情 短 施 設 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 5




















































H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
家庭復帰 42.86 50.00 37.50 43.59 42.31 40.48 44.44 66.67 51.61 52.00 35.14
措置変更 50.00 46.43 62.50 43.59 57.69 45.24 48.15 30.00 41.94 48.00 51.35































H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
家庭復帰 38.33 41.77 54.43 47.62 57.32 51.76 56.52 52.31 60.76 60.00 58.12
就　　職 26.67 17.72 21.53  7.14  12.2 11.76 17.39 20.00 12.66  7.14  7.69
措置変更 20.00 25.32 13.19 35.71 17.07 10.59 10.14  7.69 13.92 12.86 11.11

































H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
家庭復帰 20.00 54.17 72.73 37.50 22.73 50.00 64.29 56.25 69.44 59.46 50.00
就　　職 32.00  8.33  0.00 12.50 22.73 12.50 28.57  0.00  5.56  0.00  0.00
措置変更 44.00 25.00 18.18 25.00 40.91 25.00  7.14 18.75 13.89 18.92 11.76























H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
家庭復帰 14.29 11.11  0.00  0.00 12.50 16.67 18.75 42.86 5.26 20.83 33.33
就　　職 14.29 33.33 22.22  0.00  6.25  5.56  6.25  0.00 5.26  8.33  0.00
措置変更  0.00 11.11 11.22 57.14 18.75 22.22 18.75 14.29 26.32 50.00 26.67
養子縁組 71.43 33.33 44.44 28.57 56.25 33.33 43.75 28.57 26.32 16.67 40.00








































６ケ月未満 １カ年未満 ５ケ年未満 10カ年未満 10カ年以上








































































５ケ年未満 64.29 83.33 31.82 100.00 90.48 75.00
５ケ年以上 37.71 16.67 68.18   0.00  9.52 25.00
表４－３　退所形態
亀　井　　　聡
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中学校在籍時以降は，未解決型家庭復帰が多い。
入所時の子どもの年齢が高齢化すればするほど入所に至った問題を未解決のまま家
庭に戻ってしまう可能性が高いことを４－２－２とここでの数値によって言えるので
はないだろうか。
また　低年齢における入所においても入所という措置に納得がいけないケースも少
なくいということも言えるだろう。
第５章　まとめ
乳児院を除く，養護施設や自立支援施設において退所における家庭復帰の比率が
年々増えてきている。しかし　第４章で考察したように，入所に至った問題が解決，
軽減されて家庭復帰と未解決のまま家庭復帰があり，前者が約25.9%，後者が約
38.9%であった。そして高年齢での入所及び入所期間が５ヶ年未満の場合に未解決の
まま家庭復帰する可能性が高い。さらに低年齢での入所においても未解決のまま家庭
復帰することも少なくない。
前々号６）の筆者が報告したように，未解決のままの家庭復帰ケースの入所理由は多
種多様であり，入所の妥当性を如何に保護者に理解されるか言い換えれば合意形成を
どのようにするかが今後の課題であるとも思われる。
里親委託における家庭復帰や措置変更も増加傾向にある。これは何らかの理由によ
って里親不調になり，家庭に戻ったりあるいは家庭に戻れない場合には養護施設等へ
図４－３　問題解決型家庭復帰及び未解決型家庭復帰と退所時の属性のクロス集計
群馬県の社会的養護の現状　その２
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の措置変更になる。社会的養護の方向性としては今後家庭的養護が中心になっていく
中で如何に里親委託を支援していくかも緊急かつ重要な課題である。
不本意な形での家庭復帰した子どもは，家庭に戻っても要保護児童であることには
変わりはない。家庭に戻った要保護児童を如何にして社会的養護のネットワークに中
に留めさすかそしてそのためのネットワークの形成を構築していくことが継続的かつ
総合的な支援に繋がるのではないだろうか。
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